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研
究
ノ
ー
ト
爵
制
の
淵
源
―
戦
国
期
以
前
か
ら
の
検
討
―
松
島
	
隆
真
は
じ
め
に
　
中
国
古
代
史
に
お
け
る
爵
と
し
て
は
、
周
代
の
諸
侯
が
有
し
た
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
五
等
爵（1
（
と
、
秦
漢
時
代
に
お
け
る
人
民
一
般
に
ま
で
与
え
ら
れ
る
二
十
等
爵（2
（
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
西
周
期
の
五
等
爵
は
近
代
以
降
そ
の
実
在
が
疑
わ
れ
（
傅
斯
年
一
九
三
〇
、
郭
沫
若
一
九
三
二
）、
春
秋
期
の
国
際
秩
序
の
な
か
で
次
第
に
形
成
さ
れ
た
と
の
見
解
も
あ
っ
た
が（
小
川
一
九
三
七
）、
現
在
そ
れ
は
『
春
秋
左
氏
伝
』（
以
下
『
左
伝
』）
よ
り
確
認
さ
れ
る
も
の
で
、
春
秋
期
に
お
い
て
も
一
連
の
体
系
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る（3
（
。
一
方
で
秦
漢
時
代
の
二
十
等
爵
制
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
前
後
し
て
考
察
が
開
始
さ
れ
（
労
貞
一
一
九
三
四
、
鎌
田
一
九
三
八
、
栗
原
一
九
四
〇
―
四
一（4
（
）、
本
来
的
な
形
態
は
軍
功
爵
と
さ
れ
て
い
た
が
（
守
屋
一
九
六
八
）、
西
嶋
定
生
氏
は
民
爵
賜
与
を
焦
点
に
据
え
、
統
一
国
家
の
皇
帝
支
配
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
理
解
し
た
（
西
嶋
一
九
六
一
）。
か
か
る
爵
の
制
度
的
淵
源
に
つ
い
て
、
か
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つ
て
「
爵
の
伝
統
的
性
格
」
が
議
論
さ
れ
た
が
、
西
嶋
氏
は
そ
れ
を
「
共
同
飲
酒
儀
礼
」
に
規
律
さ
れ
る
秩
序
に
見
、
軍
功
爵
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
場
合
も
、
爵
の
本
質
的
な
性
格
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
と
し
た
（
西
嶋
一
九
六
一
）。
一
方
、
籾
山
明
氏
は
西
周
金
文
を
も
踏
ま
え
、
む
し
ろ
周
代
以
来
の
軍
功
褒
賞
こ
そ
が
「
爵
の
伝
統
的
性
格
」
だ
と
し
て
西
嶋
説
を
批
判
し
た
（
籾
山
一
九
八
五
）。
　
さ
て
近
年
、
秦
漢
史
に
お
い
て
は
、
出
土
文
字
資
料
の
出
現
の
結
果
、
西
嶋
説
は
成
立
困
難
に
な
っ
た（5
（
。
し
か
し
民
爵
に
つ
い
て
は
、
戦
国
期
以
前
は
軍
功
爵
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
ま
ま
、
秦
漢
時
代
に
お
け
る
「
軽
濫
化
」
が
論
じ
ら
れ
る（（
（
。
戦
国
期
の
爵
に
つ
い
て
は
現
在
、
鷲
尾
祐
子
氏
が
爵
・
禄
・
事
（
職
事
・
対
国
家
奉
仕
）
の
結
合
こ
そ
が
本
来
的
な
様
態
で
あ
っ
た
と
し
た
が
（
鷲
尾
二
〇
〇
九	
二
一
六
～
二
一
七
頁
）、
爵
制
の
起
源
を
商
君
（
商
鞅
）
変
法
に
見
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず（（
（
、
軍
功
爵
で
あ
る
こ
と
を
本
質
と
し
て
見
る
状
況
は
つ
づ
く
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
変
法
以
前
の
状
況
へ
の
考
察
は
窺
え
な
い
。
戦
国
期
以
前
の
爵
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
は
、
そ
の
検
証
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
　
筆
者
は
か
つ
て
、
高
祖
劉
邦
が
皇
帝
推
戴
後
も
諸
侯
国
の
人
民
の
爵
位
を
自
己
の
意
志
で
操
作
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
松
島
二
〇
一
〇
）。
そ
の
こ
と
は
、
前
漢
前
期
に
お
い
て
は
爵
を
媒
介
と
し
た
皇
帝
に
よ
る
全
中
国
人
民
の
「
個
別
人
身
支
配
」
が
達
成
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
爵
は
、
各
国
別
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
先
秦
時
代
の
爵
制
も
、
そ
の
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う（8
（
。
も
と
よ
り
本
稿
は
、
あ
く
ま
で
各
時
期
の
資
料
に
見
え
る
「
爵
」
を
表
面
的
に
概
括
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る
作
業
は
戦
国
・
秦
漢
以
降
に
繁
茂
す
る
爵
制
の
様
相
と
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
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第
一
章
　
西
周
期
の
「
爵
」
　
殷
周
時
代
に
は
、
爵
と
呼
ば
れ
る
青
銅
器
が
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
林
巳
奈
夫
氏
は
、
一
般
に
爵
と
呼
ば
れ
る
温
酒
器
が
同
時
代
的
に
「
爵
」
と
称
さ
れ
た
証
拠
は
な
く（9
（
、
た
だ
そ
の
器
物
を
指
す
象
形
文
字
が
、
現
行
の
爵
字
の
構
成
要
素
の
由
来
に
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
（
林
一
九
八
四	
六
一
～
六
三
頁
）。
な
お
、
林
氏
が
論
拠
と
し
た
事
例
に
は
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
彔
白
𣪘𣪘
𣪘
𣪘
𣪘
𣪘
𣪘
𣪘
𣪘
𣪘
𣪘
の
𣪘
文
も
𣪘
る
。
西
周
期
に
お
𣪘
る
爵
の
𣪘
𣪘
と
𣪘
酒
器
と
し
て
の
𣪘
の
𣪘
𣪘
は
𣪘
く
𣪘
𣪘
𣪘
𣪘
さ
れ
て
い
た
が（（1
（
、
林
氏
は
𣪘
こ
そ
が
伝
世
文
献
に
見
え
る
爵
と
す
る
（
林
一
九
八
四	
一
四
〇
～
一
四
五
頁
）。
ま
た
籾
山
氏
は
、
賜
爵
と
い
う
行
為
を
、
𣪘
酒
器
を
介
し
て
一
献
を
賜
う
儀
礼
と
考
え
て
い
る（（（
（
。
　
文
献
に
「
爵
」
が
見
え
る
𣪘
合
は
、
ど
う
だ
ろ
う
𣪘
。
ま
ず
、
現
行
本
『
尚
書
』
の
今
文
系
テ
ク
ス
ト
に
「
爵
」
字
は
確
𣪘
さ
れ
な
い
。
ま
た
『
詩
』
の
𣪘
合
、
幽
王
期
の
も
の
と
さ
れ
る
小
雅
𣪘
角
弓
に
「
爵
を
受
く
る
こ
と
譲
𣪘
ず
」
と
𣪘
り
、
𣪘
伝
は
「
爵
禄
」
と
理
解
す
る（（2
（
。
も
っ
と
も
、『
礼
記
』
坊
記
は
「
觴
酒
豆
肉
、
讓
り
て
惡
を
受
く
る
も
、
民
猶
お
齒
を
犯
す
。
衽
席
の
上
、
讓
り
て
下
に
坐
す
る
も
、
民
猶
お
貴
を
犯
す
。
朝
廷
の
位
、
讓
り
て
賤
に
就
く
も
、
民
猶
お
君
を
犯
す
」
と
述
べ
た
う
え
で
こ
の
詩
を
引
用
す
る
。
こ
こ
で
は
「
爵
」
は
𣪘
く
ま
で
酒
を
満
た
し
た
觴
さ
か
づ
きで
𣪘
り
、
並
列
さ
れ
る
「
衽
席
」
も
「
朝
廷
」
も
そ
こ
𣪘
𣪘
類
推
し
た
も
の
だ
ろ
う
。「
爵
禄
」
と
の
み
理
解
す
る
必
然
性
は
な
い
。
な
お
、
爵
を
め
ぐ
る
争
い
と
し
て
『
左
伝
』
に
「
虢
𣪘	
器
を
請
い
、
王	
之
に
爵
を
予
う
。
鄭
伯
（
厲
𣪘
）	
是
に
由
り
て
始
め
て
王
を
惡
む
」（
荘
二
十
一
（
前
六
七
三
）
―
A
）
と
𣪘
る
逸
話
が
𣪘
る（（1
（
。
　
一
方
『
詩
』
に
は
、
器
物
と
し
て
の
爵
と
看
做
し
難
い
事
例
も
確
𣪘
さ
れ
る
。
例
え
ば
大
雅
𣪘
桑
柔
に
は
「
爾なんじに
憂
恤
を
告
げ
、
爾
に
爵
を
序
す
る
こ
と
を
誨おし
う
」
と
の
文
が
𣪘
る
。
桑
柔
に
つ
き
、
𣪘
序
は
芮
伯
に
よ
る
厲
王
批
判
と
し
、『
左
伝
』
も
芮
良
夫
の
詩
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と
す
る
よ
う
に（（1
（
、
伝
統
的
に
西
周
後
期
の
も
の
と
さ
れ
る
。
他
方
、「
序
爵
」
に
つ
き
鄭
箋
は
、
賢
人
を
登
用
し
そ
の
序
列
を
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
と
す
る
が（（5
（
、
そ
の
解
釈
は
は
た
し
て
妥
当
な
の
か
の
検
証
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
　
同
時
代
資
料
で
あ
る
金
文
は
ど
う
だ
ろ
う
か（（1
（
。
器
物
で
は
な
い
爵
の
事
例
と
し
て
、
か
つ
て
籾
山
氏
は
師
克
盨
・
毛
公
鼎
な
ど
六
例
が
あ
る
と
し
た
が
（
籾
山
一
九
八
五	
六
頁
）、
現
在
確
認
で
き
る
限
り
『
殷
周
金
文
集
成
』（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
一
九
八
四
―
九
〇
。
以
下
、
集
成
と
記
載
）
に
八
器（（7
（
、『
新
收
殷
周
青
銅
器
銘
文
曁
器
影
彙
編
』（
鍾
柏
生
・
陳
昭
容
・
黄
銘
崇
・
袁
國
華
二
〇
〇
六
。
以
下
、
新
収
）
で
は
五
器
あ
る（（8
（
。
当
該
字
に
つ
き
楊
樹
達
氏
は
「
勲
」
の
意
味
で
解
す
る
（
楊
樹
達
一
九
五
九	
二
〇
頁
）。
も
っ
と
も
楊
氏
は
、「
」
字
を
「
捪
」
と
す
る
孫
怡
譲
『
古
籀
餘
論
』
巻
二
の
見
解
を
採
用
し
て
お
り
、
白
川
静
氏
も
そ
れ
に
依
拠
す
る
（
白
川
二
〇
〇
四
―
〇
五	
五
四
五
頁
）。
た
だ
、
白
川
氏
も
こ
の
字
に
つ
き
「
爵
を
執
っ
て
飲
至
策
勲
す
る
意
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
勲
は
後
起
の
形
声
字
で
あ
る
」
と
述
べ
る
（
六
五
三
頁
）。
そ
し
て
籾
山
氏
は
楊
説
に
準
拠
し
つ
つ
爵
を
「
勲
」
と
理
解
し
（
籾
山
一
九
八
五	
六
頁
）、
張
亜
初
は
『
殷
周
金
文
集
成
引
得
』（
張
亜
初
二
〇
〇
〇
）
に
お
い
て
「
」・「
」・
「
」
字
を
、
器
物
を
表
わ
す
「
爵
」
字
と
は
別
に
排
列
し
、「
勛
」（
＝
勲
）
と
読
む
べ
き
も
の
と
し
た
。「
」
を
「
爵
」
と
す
る
こ
と
は
現
在
で
は
概
ね
通
説
に
な
っ
て
お
り
、
本
稿
も
そ
れ
に
依
拠
し
て
考
察
を
進
め
る
。
　
さ
て
、
金
文
に
お
け
る
「
」
字
の
殆
ど
は
、「
爵
（
勲
）
勤
大
命
」
な
い
し
「
有
爵
（
勲
）
于
周
邦
」
の
か
た
ち
で
見
え
る
（
白
川
二
〇
〇
四
―
〇
五	
六
五
二
～
六
五
三
頁
）。「
爵
勤
大
命
」
の
事
例
は
、
単
伯
昊
生
鐘
（
集
成
八
二	
西
周
中
／
晩
期（（1
（
）・
毛
公
鼎
（
集
成
二
八
四
一	
西
周
晩
期
／
Ⅲ
B
）
が
あ
り
、
四
十
二
年
逨
鼎
（
新
収
七
四
五	
西
周
晩
期
）・
四
十
三
年
逨
鼎
（
新
収
七
四
七	
西
周
晩
期
）・
逨
盤
（
新
収
七
五
七	
西
周
晩
期
）
に
も
確
認
さ
れ
る
。
　「
有
爵
（
勲
）
于
周
邦
」
の
事
例
は
、
彔
白
𣪘𣪘
𣪘
（
集
成
四
三
〇
二	
西
周
中
期
）・
師
克
盨
（
集
成
四
四
六
七	
西
周
晩
期
）・
師
克
盨
𣪘
（
集
成
四
四
六
八	
西
周
晩
期
）
の
ほ
か
、
前
掲
の
四
十
二
年
逨
鼎
・
四
十
三
年
逨
鼎
が
あ
り
、
ま
た
成
王
五
（
前
一
〇
二
三
）
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年
の
紀
年
を
持
つ
尊
（
集
成
六
〇
一
四	
西
周
早
期
／
Ⅰ
A
）
に
は
、「
有
爵
（
勲
）
于
天
」
と
あ
り
、
共
和
元
（
前
八
四
一
）
年
の
紀
年
を
持
つ
師
（
）
𣪘𣪘
（
集
成
四
𣪘
一
一	
西
周
晩
期
）
に
は
「
有
爵
（
勲
）
于
我
家
」
と
し
た
事
例
が
あ
る（21
（
。
両
者
と
も
、
該
当
箇
所
は
基
本
的
に
「
王
若
曰
」
の
文
言
の
あ
と
に
記
載
さ
れ
、
師
𣪘𣪘
に
し
𣪘
も
「
𣪘
𣪘
𣪘
若
曰
」
と
𣪘
の
と
𣪘
王
を
𣪘
𣪘
し
𣪘
い
た
𣪘
𣪘
𣪘
（
共
𣪘
和
）
が
登
場
す
る（2（
（
。
単
𣪘
昊
生
鐘
の
場
合
は
「
単
𣪘
昊
生
曰
く
、
丕
顯
な
る
皇
祖
烈
考
、
先
王
を
匹
し
、
大
命
に
爵
勤
せ
り
（
単
白
生
曰
、
不
顯
皇
且
剌
考
、
匹
先
王
、
勤
大
令
）」
と
自
称
だ
が
、
そ
れ
も
先
王
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
な
お
単
𣪘
昊
生
鐘
の
作
器
者
と
、
一
連
の
逨
鼎
や
逨
盤
の
作
器
者
は
同
族
で
あ
る
（
松
井
二
〇
〇
五	
八
頁
）。
　
さ
𣪘
、「
有
爵
（
勲
）
于
周
邦
」
と
あ
る
金
文
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、「
乃なんじの
祖
考
自
り	
周
邦
に
爵
有
り
（
自
乃
且
考
有
于
周
邦
）」（
彔
白
𣪘𣪘
𣪘
）𣪘「
乃
の
先
祖
考	
周
邦
に
爵
有
り
（
乃
先
且
考
又
于
周
邦
）」（
師
克
盨
）
と
作
器
者
の
祖
先
の
業
績
と
結
び
つ
け
𣪘
表
現
さ
れ
る
銘
文
に
つ
い
𣪘
は
、
す
で
に
籾
山
氏
が
師
克
盨
の
「
王
身
を
干
害
（
干
吾
）
し
爪
牙
と
乍
り
（
干
害
王
身
乍
爪
牙
）」
と
の
文
に
着
目
し
、
軍
事
的
な
直
接
奉
仕
に
伴
う
も
の
と
理
解
し
た
（
籾
山
一
九
八
六	
六
頁
）。
　
着
目
す
べ
𣪘
は
、
む
し
ろ
「
祖
考
」、
そ
し
𣪘
「
周
邦
」
で
あ
る
。
松
井
嘉
徳
氏
に
よ
れ
ば
、「
周
邦
」
の
語
は
、「
四
方
」
と
対
置
さ
れ
る
も
の
で
、
周
王
の
全
支
配
領
域
は
、「
周
邦
」
を
含
め
た
「
万
邦
」
に
よ
っ
𣪘
構
成
さ
れ
る
（
松
井
二
〇
〇
二	
𣪘
一
頁
）。
か
か
る
「
周
邦
」
の
語
は
西
周
中
期
以
降
に
出
現
し
、
彔
白
𣪘𣪘
𣪘
は
そ
の
𣪘
𣪘
の
事
例
の
𣪘
と
つ
で
あ
る
（
𣪘
本
二
〇
〇
𣪘	
一
九
頁
）。
ま
た
、
師
𣪘𣪘
に
「
乃
の
祖
考	
我
家
に
爵
有
り
（
乃
且
考
又
于
我
家
）」
と
あ
る
「
我
家
」
は
、「
王
家
」
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
が
、
異
論
も
あ
る（22
（
。「
王
家
」
の
指
し
示
す
領
域
は
、「
王
身
」
よ
り
も
大
𣪘
い
が
、「
周
邦
」
よ
り
も
小
さ
い
（
松
井
二
〇
〇
二	
𣪘
二
頁
）。
他
方
、
宣
王
期
の
作
成
に
か
か
る
四
十
二
年
逨
鼎
𣪘
四
十
𣪘
年
逨
鼎
（
前
𣪘
八
六
𣪘
前
𣪘
八
五
）
に
は
と
も
に
「
乃
の
先
聖
祖
考	
先
王
を
夾
召
（
紹
）
し
、
大
命
に
爵
勤
し
𣪘
、
周
邦
を
奠さだ
む
（
乃
先
聖
且
考
夾
先
王
菫
大
令
奠
周
邦
）」
と
あ
り
、
𣪘
れ
も
「
周
邦
を
奠
」
め
る
𣪘
と
に
直
結
し
𣪘
い
た
。「
周
邦
」
が
登
場
し
な
い
毛
公
鼎
に
も
、「
爵
（
勲
）
勤
大
命
」
の
前
後
に
「
我
東洋文化研究 21 号　　92
が
有
周
を
配
す
（
配
我
有
周
）」・「
我
が
有
周
を
臨
保
す
（
臨
保
我
有
周
）」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
銘
文
か
ら
見
え
る
限
り
「
爵
（
勲
）」
は
、「
周
邦
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
、
か
つ
祖
先
か
ら
受
け
継
が
れ
る
も
の
だ
っ
た（21
（
。
　
ま
た
、
作
器
者
の
称
謂
に
は
、「
毛
公
」・「
彔
白
」・「
単
伯
」
と
、
公
・
伯
が
見
え
る
。
吉
本
道
雅
氏
に
拠
れ
ば
、
公
な
い
し
伯
（
白
）・
仲
（
中
）・
叔
・
季
の
排
行
に
由
来
す
る
称
謂
は
内
諸
侯
（
邦
君
）
が
有
す
る
も
の
で
、
冊
命
金
文
に
お
い
て
は
受
命
舎
を
介
添
す
る
右
者
と
な
り
う
る
人
物
で
あ
り
、
王
の
執
政
団
を
構
成
し
て
い
た
と
い
う（21
（
。
ま
た
金
文
に
お
い
て
「
侯
」
と
称
す
る
の
は
外
諸
侯
の
み
で
、
内
諸
侯
は
基
本
的
に
「
邦
君
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
佐
藤
信
弥
氏
は
専
ら
「
邦
君
」
の
語
を
用
い
る（25
（
。
か
か
る
「
邦
君
」
は
、「
諸
侯
」
よ
り
も
「
周
邦
」
に
近
し
い
存
在
で
あ
っ
た（21
（
。
王
は
彼
ら
の
「
爵
（
勲
）」
を
語
り
得
、
時
に
は
彼
ら
も
自
身
の
「
爵
（
勲
）」
を
誇
っ
た
。
他
方
、
先
に
見
た
『
詩
』
大
雅
・
桑
柔
の
作
者
と
さ
れ
る
芮
良
夫
に
つ
き
、
毛
序
は
「
芮
伯
」
（『
史
記
』
周
本
紀
は
「
大
夫
」）
と
す
る
。
詩
の
内
容
は
当
時
の
治
世
に
批
判
的
な
立
場
か
ら
だ
が
、
そ
こ
に
「
爵
」
が
登
場
す
る
の
も
偶
然
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、「
師
」
は
、
冊
命
金
文
の
受
命
者
と
し
て
登
場
す
る
例
が
多
く
（
た
だ
し
冊
命
金
文
は
四
十
三
年
逨
鼎
の
み（27
（
）、
祖
先
の
武
功
が
嘉
さ
れ
た
師
克
を
は
じ
め
「
周
邦
」
に
近
し
い
存
在
で
あ
る
。
　
一
方
、
西
周
前
期
の
尊
に
は
「
天
に
爵
有
り
（
有
天
）」
と
、「
爵
（
勲
）」
を
「
天
」
に
結
び
つ
け
た
事
例
も
あ
る
。
た
だ
こ
の
青
銅
器
は
、「
中
或
」（
中
國
）
の
よ
う
に
金
文
に
お
い
て
は
孤
立
的
な
語
彙
を
用
い
る
（
吉
本
二
〇
〇
七	
一
七
頁
）。「
爵
（
勲
）」
と
「
天
」
を
結
び
つ
け
る
用
法
も
同
様
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
西
周
中
期
以
降
「
爵
（
勲
）」
が
再
び
見
え
る
が
、
こ
の
こ
ろ
考
古
学
の
知
見
よ
り
儀
礼
面
で
の
改
革
が
確
認
さ
れ
（
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
二
〇
〇
六
）、
冊
命
儀
礼
が
創
出
さ
れ
た
（
佐
藤
二
〇
一
四
第
六
章
）。「
周
邦
」
と
リ
ン
ク
す
る
「
爵
（
勲
）」
の
登
場
も
、
そ
れ
と
聯
関
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
祖
考
」
の
顕
彰
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、「
爵
（
勲
）」
を
父
祖
の
功
業
（
の
記
憶
）
と
し
た
場
合
、
所
謂
外
諸
侯
の
よ
う
な
「
周
邦
」
か
ら
遠
い
存
在
に
対
し
て
も
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
現
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在
確
認
さ
れ
る
限
り
、
外
諸
侯
作
器
の
金
文
に
「
爵
（
勲
）」
は
見
え
な
い（28
（
。
　
以
上
、
先
学
の
知
見
に
準
拠
し
つ
つ
西
周
期
の
「
爵
（
勲
）」
を
な
ぞ
っ
た
が
、
そ
こ
に
戦
国
・
秦
漢
の
爵
に
通
底
す
る
も
の
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
漢
代
に
お
い
て
皇
帝
の
頒
布
す
る
爵
は
必
ず
し
も
諸
侯
王
国
の
民
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
武
帝
期
以
降
に
一
元
的
中
央
集
権
体
制
が
確
立
し
て
の
ち
も
、
諸
侯
王
国
の
爵
は
存
在
し
つ
づ
け
た
（
松
島
二
〇
一
八
第
一
章
・
第
三
章
）。「
周
邦
」
と
結
び
つ
く
西
周
期
の
「
爵
（
勲
）」
は
、
そ
の
源
流
に
も
見
え
る
。
だ
が
、
も
と
よ
り
西
周
期
の
「
爵
（
勲
）」
は
、
は
た
し
て
「
爵
制
」
と
い
え
る
の
か
。
そ
も
そ
も
、
金
文
に
「
爵
（
勲
）」
が
散
見
す
る
時
代
に
お
い
て
は
、「
蔑
歴
」
も
頻
見
し
て
い
た
。「
蔑
歴
」
と
は
、
佐
藤
氏
に
拠
れ
ば
、「
目
上
の
者
が
目
下
の
者
に
対
し
て
賞
賜
を
行
う
際
に
、
そ
の
功
績
を
称
え
、
そ
れ
に
付
随
し
て
そ
の
父
祖
の
功
績
を
回
顧
す
る
こ
と
に
よ
り
、
君
臣
や
上
司
・
部
下
の
関
係
を
再
確
認
す
る
儀
節
」（
佐
藤
二
〇
一
四	
一
七
〇
頁
）
で
あ
る
。
祖
先
の
功
業
の
回
顧
と
し
て
登
場
す
る
「
爵
（
勲
）」
と
は
異
な
り
、
個
別
の
功
績
に
対
応
し
た
具
体
的
な
行
為
で
あ
る（21
（
。
ま
た
、
西
周
期
の
「
爵
（
勲
）」
が
祖
考
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
語
ら
れ
る
と
い
う
性
格
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
戦
国
秦
漢
の
爵
制
の
源
流
を
西
周
に
求
め
る
こ
と
は
、
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
第
二
章
　
五
等
爵
制
形
成
の
前
提
―
春
秋
期
以
降
の
爵
（
1
）
―
　
管
見
の
限
り
、
春
秋
期
以
降
は
金
文
に
「
爵
（
勲
）」
の
語
を
確
認
で
き
な
い
。
春
秋
期
に
お
い
て
、
爵
の
存
在
感
は
決
し
て
高
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
戦
国
期
に
成
書
さ
れ
た
伝
世
文
献
に
お
い
て
も
、『
論
語
』
や
、『
春
秋
』
経
文
の
よ
う
な
比
較
的
古
い
文
献
に
「
爵
」
の
字
は
見
え
ず
、『
子
思
子
』
四
編
（
坊
記
・
緇
衣
・
中
庸
・
表
記
）・
檀
弓
・
曲
礼
・
玉
藻
・
内
則
・
少
儀
と
い
っ
た
『
礼
記
』
の
作
成
年
代
の
早
い
諸
編
や
『
左
伝
』・『
国
語
』
に
お
い
て
、
よ
う
や
く
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る（11
（
。
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さ
て
、
爵
と
い
え
ば
五
等
爵
制
だ
が
、
そ
れ
は
『
左
伝
』
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。
三
月
、
公	
邾
儀
父
と
蔑
に
盟
す
。
邾
子
は
克
な
り
。
未
だ
王
命
な
く
、
故
に
爵
を
書
さ
ざ
る
も
、
儀
父
と
曰
う
は
之
を
貴
と
す
れ
ば
な
り
。	
（
隠
元
（
前
七
二
二
）
―
2
）
こ
の
よ
う
に
『
左
伝
』
で
は
、『
春
秋
』
経
文
に
見
え
る
君
主
の
称
謂
を
指
し
て
爵
と
称
す
る
。「
邾
子
」
以
下
が
『
左
伝
』
独
自
の
文
だ
が
、
こ
こ
で
邾
「
子
」
と
い
わ
な
い
と
表
明
す
る
の
は
、「
子
」
を
爵
の
ひ
と
つ
と
認
識
す
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
の
事
例
は
、
経
文
桓
十
（
前
七
〇
二
）
年
の
「
齊
侯
・
衞
侯
・
鄭
伯
、
來
た
り
て
郎
に
戰
う
」
に
対
し
、「
齊
人	
衞
師
を
以
い
て
之
を
助
く
、
故
に
侵
伐
を
稱
さ
ず
。
先
に
齊
衞
の
王
爵
を
書
す
る
な
り
」（
桓
十
―
4
）
と
記
し
た
く
だ
り
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
「
侯
」・「
伯
」
を
爵
と
認
識
す
る
。
ま
た
、「
朝
す
れ
ば
班
爵
の
義
を
正
し
」（
荘
公
二
十
三
（
前
六
七
一
）
―
3
）
も
、
五
等
爵
制
を
前
提
に
し
た
議
論
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
　『
左
伝
』
に
い
た
る
ま
で
の
五
等
爵
制
理
念
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
吉
本
氏
が
西
周
期
以
来
の
歴
史
的
経
過
を
た
ど
る
こ
と
で
、
公
―
侯
―
伯
―
子
―
男
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
確
立
を
論
じ
た
（
吉
本
一
九
九
四
）。
ま
た
、
国
君
の
称
謂
を
爵
と
凡
称
す
る
こ
と
が
『
左
伝
』
に
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
も
、
そ
こ
に
加
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
吉
本
氏
も
「
爵
」
と
括
弧
付
き
で
表
記
す
る
こ
と
で
、『
春
秋
』
経
文
以
前
に
は
、
国
君
の
称
謂
を
「
爵
」
と
凡
称
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
で
は
、「
爵
」
の
語
は
何
処
か
ら
出
現
し
た
か
。
　
前
提
と
し
て
、
ま
ず
西
周
の
崩
壊
に
と
も
な
う
「
邦
君
」
の
変
容
が
あ
る
。「
邦
君
」
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
西
周
期
で
は
内
諸
侯
を
指
す
が
、
春
秋
期
以
降
、
外
諸
侯
を
指
す
「
諸
侯
」
と
「
邦
君
」
の
質
的
相
違
は
失
わ
れ
、
や
が
て
漢
代
以
降
、
高
祖
劉
邦
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を
避
諱
し
て
「
国
君
」
と
凡
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（1（
（
。
こ
の
こ
と
が
端
的
に
表
わ
れ
る
の
が
、
春
秋
末
期
の
孔
子
の
言
説
を
伝
え
る
『
論
語
』
八
佾
の
「
邦
君	
塞
門
を
樹
つ
る
や
、
管
氏
も
亦
た
塞
門
を
樹
つ
」
で
あ
る
。「
管
氏
」
と
は
斉
の
管
仲
の
こ
と
で
あ
る
。
西
周
時
代
に
お
い
て
斉
侯
が
「
邦
君
」
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
い
。「
諸
侯
」
と
「
邦
君
」
は
、
い
つ
し
か
混
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、「
爵
（
勲
）」
が
「
諸
侯
」
に
確
認
さ
れ
な
い
状
況
を
変
え
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
「
諸
侯
」
と
「
邦
君
」
と
の
差
異
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
、
仮
構
の
制
度
と
し
て
の
五
等
爵
制
出
現
の
余
地
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。
　
ま
た
、
単
伯
昊
生
鐘
や
四
十
二
年
逨
鼎
・
四
十
三
年
逨
鼎
・
逨
盤
の
作
器
者
で
あ
る
単
氏
が
、
春
秋
期
も
王
朝
の
卿
士
（
王
官
）
と
し
て
存
続
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
（
松
井
二
〇
〇
五	
一
〇
頁
）、「
爵
（
勲
）」
が
王
と
臣
下
と
の
関
係
性
で
語
ら
れ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
後
も
記
憶
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
推
測
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
爵
が
国
君
の
称
謂
と
看
做
し
う
る
可
能
性
が
生
じ
た
理
由
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
一
方
、『
詩
』
大
雅
・
桑
柔
に
は
「
序
爵
」
の
語
が
あ
る
。
そ
し
て
中
庸
に
「
宗
廟
の
禮
、
昭
穆
を
序
す
る
所
以
な
り
。
爵
を
序
す
る
は
、
貴
賤
を
辨
ず
る
所
以
な
り
。
事
を
序
す
る
は
、
賢
を
辨
ず
る
所
以
な
り
」（
第
十
九
章
）
と
の
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
桑
柔
の
「
序
爵
」
に
触
発
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
そ
こ
に
お
い
て
爵
は
「
貴
賤
」
を
序
列
化
す
る
も
の
で
、
鄭
箋
の
「
女なんじに
賢
能
の
爵
を
序
す
る
を
教
う
」
の
解
釈
は
、「
序
事
」
の
く
だ
り
を
併
せ
な
け
れ
ば
、
生
じ
る
余
地
は
な
い
。
た
だ
し
、
中
庸
の
こ
の
箇
所
は
、
作
成
時
期
が
他
の
箇
所
よ
り
も
時
代
的
に
降
る
可
能
性
も
あ
る（12
（
。
も
っ
と
も
、
以
下
に
見
る
坊
記
の
記
述
は
、
中
庸
に
先
行
す
る
だ
ろ
う
。
　
坊
記
の
「
子
云
う
、
觴
酒
豆
肉
、
讓
り
て
惡
を
受
く
る
も
、
民	
猶
お
齒
を
犯
す
。
衽
席
の
上
、
讓
り
て
下
に
坐
す
る
も
、
民	
猶
お
貴
を
犯
す
。
朝
廷
の
位
、
讓
り
て
賤
に
就
く
も
、
民	
猶
お
君
を
犯
す
、
と
。
詩
に
云
う
『
民
の
良
無
き
。
一
方
を
相
い
怨
む
。
爵
を
受
く
る
こ
と
讓
ら
ず
。
已
れ
斯
に
亡
ぶ
る
に
至
る
』
と
」
の
記
述
は
、
す
で
に
前
章
に
見
た
。
こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
小
雅
・
角
弓
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の
「
爵
」
は
、
あ
く
ま
で
「
觴
」
で
あ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
觴
を
用
い
た
共
同
飲
食
儀
礼
の
序
列
と
、「
朝
廷
」
の
序
列
が
並
列
さ
れ
た
こ
と
で
、
両
者
の
接
合
も
は
じ
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
や
が
て
後
漢
時
代
に
は
爵
が
器
物
に
由
来
す
る
こ
と
を
前
提
に
、「
爵
は
盡
な
り
。
各
々
其
の
職
を
量
り
て
、
そ
の
才
を
盡
す
な
り
」（『
白
虎
通
』
爵
）
と
い
っ
た
理
解
が
登
場
す
る
が
、
そ
の
淵
源
は
坊
記
の
こ
の
記
述
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う（11
（
。
殷
代
以
来
の
器
物
と
し
て
の
所
謂
爵
と
西
周
期
の
「
爵
（
勲
）」
は
、
文
字
の
う
え
で
は
全
く
無
関
係
で
は
な
い
も
の
の
、
伝
世
文
献
に
頻
見
す
る
爵
が
杯
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
（
林
一
九
八
四
）。
ま
た
西
周
金
文
所
見
の
「
爵
（
勲
）」
の
用
法
に
、
序
列
性
を
看
取
す
る
こ
と
も
お
お
よ
そ
困
難
で
あ
る
。
た
だ
時
世
に
批
判
的
で
あ
っ
た
桑
柔
の
作
者
が
求
め
た
反
実
仮
想
と
し
て
、
現
実
を
匡
正
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
提
示
し
た
「
序
爵
」
が
、
後
世
に
お
い
て
爵
と
そ
の
序
列
性
を
「
発
見
」
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。「
天
下
」
の
語
が
春
秋
末
期
以
降
に
『
詩
』
か
ら
「
発
掘
」
さ
れ
た
の
と
同
様
に
（
吉
本
二
〇
〇
七	
二
三
頁
）、「
爵
」
も
ま
た
上
古
の
制
度
と
し
て
『
詩
』
か
ら
「
発
見
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、
そ
れ
ら
も
「
爵
」
が
国
君
の
称
謂
の
凡
称
と
さ
れ
う
る
前
提
条
件
の
説
明
に
と
ど
ま
る
。
一
方
、『
左
伝
』
に
お
い
て
は
、「
未
だ
王
命
な
く
」
爵
を
記
さ
な
か
っ
た
事
例
（
爵
が
無
か
っ
た
、
で
は
な
い
）
や
「
王
爵
」
の
語
が
あ
る
が（11
（
、
そ
れ
は
同
時
に
『
左
伝
』
が
周
王
に
直
接
依
拠
し
な
い
爵
の
存
在
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
次
章
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
実
際
に
『
左
伝
』
で
は
、
か
か
る
爵
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
『
左
伝
』
に
先
行
す
る
檀
弓
や
曲
礼
に
も
、
国
内
の
制
度
と
し
て
の
爵
が
確
認
で
き
る（15
（
。
そ
れ
も
五
等
爵
制
「
創
出
」
の
前
提
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
第
三
章
　
諸
侯
国
の
爵
―
春
秋
期
以
降
の
爵
（
2
）
―
　『
左
伝
』
所
見
の
五
等
爵
と
は
異
な
る
爵
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
て
、
小
倉
芳
彦
氏
は
9（　　爵制の淵源　　松島　
『
左
伝
』
の
文
章
を
、
Ⅰ
実
録
風
の
部
分
、
Ⅱ
演
説
的
部
分
、
Ⅲ
「
君
子
曰
く
」
な
ど
の
批
評
、
あ
る
い
は
春
秋
本
文
の
句
法
に
つ
い
て
の
説
明
的
部
分
、
の
三
つ
の
要
素
よ
り
な
る
も
の
と
し
、『
左
伝
』
は
Ⅰ
→
Ⅱ
→
Ⅲ
と
段
階
的
に
形
成
さ
れ
た
と
し
た（11
（
。
要
す
る
に
、
Ⅰ
で
あ
れ
ば
史
実
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
、
小
倉
氏
の
研
究
を
ベ
ー
ス
に
考
察
を
進
め
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
『
左
伝
』
編
纂
時
に
お
け
る
歴
史
認
識
の
古
層
部
分
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
、
す
で
に
引
い
た
荘
二
十
一
―
A
の
「
虢
公	
器
を
請
い
、
王	
之
に
爵
を
予
う
」
と
の
記
述
は
Ⅰ
の
実
録
風
の
部
分
に
属
す
る
が
、
周
鄭
対
立
の
き
っ
か
け
と
さ
れ
る
虢
公
へ
の
爵
の
供
与
の
場
合
、
虢
公
が
求
め
た
の
が
あ
く
ま
で
不
特
定
の
「
器
」
で
あ
り
、
特
定
の
器
物
を
要
求
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
王
朝
と
国
君
を
媒
介
す
る
も
の
は
、「
爵
」
と
い
う
名
称
の
器
物
に
一
本
化
さ
れ
て
い
な
い
。
一
見
、
五
等
爵
制
的
な
世
界
観
に
齟
齬
す
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
有
名
な
事
件
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
あ
く
ま
で
も
器
物
で
あ
っ
て
制
度
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
存
置
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
　
そ
れ
で
は
他
の
事
例
の
検
討
に
移
る
。
ま
ず
、
代
表
的
な
も
の
が
、
宗
廟
と
結
び
つ
く
か
た
ち
で
登
場
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
何
れ
も
器
物
と
し
て
登
場
す
る
が
、
先
学
が
重
視
す
る
記
述
で
あ
る
た
め
、
あ
え
て
論
及
す
る
。
例
え
ば
、
国
君
の
出
入
国
に
際
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
凡
例
が
あ
る
。
凡
そ
公	
行
す
れ
ば
、
宗
廟
に
告
ぐ
。
行
よ
り
反かえ
れ
ば
飮
至
し
て
爵
を
舍お
き
勲
を
策
す
る
は
、
禮
な
り
。
（
桓
二
（
前
七
一
〇
）
―
8
）
　
こ
の
よ
う
に
出
入
国
の
際
に
は
、
そ
の
こ
と
を
宗
廟
に
告
げ
る
と
さ
れ
て
お
り
、「
舎
爵
」
は
そ
の
と
き
の
飲
酒
儀
礼
の
一
部
で
あ
り
、「
策
勲
」
と
あ
る
よ
う
に
、
軍
功
に
対
す
る
褒
賞
も
行
な
わ
れ
た
。
西
嶋
氏
は
こ
の
記
事
に
つ
き
、
軍
功
の
側
面
に
も
ふ
れ
る
も
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の
の
、
む
し
ろ
斉
懿
公
弑
逆
の
顛
末
を
記
す
「
乃
ち
謀
り
て
懿
公
を
弑
し
、
諸これ
を
竹
中
に
納
れ
、
歸
り
て
爵
を
舎
き
て
行さ
る
」（
文
十
八
（
前
六
〇
九
）
―
3
）
の
記
事
と
併
せ
て
、「
舎
爵
」
を
宗
廟
に
出
奔
を
告
げ
る
具
体
的
行
為
と
し
、
そ
の
う
え
で
宗
廟
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
る
集
団
へ
の
身
分
的
参
加
と
し
て
位
置
づ
け
た
（
西
嶋
一
九
六
一	
四
八
四
～
四
八
九
頁
）。
な
お
、
文
十
八
―
3
の
該
当
箇
所
は
実
録
風
の
箇
所
に
相
当
し
よ
う
。
　
一
方
で
爵
＝
勲
と
考
え
る
籾
山
氏
は
、
桓
二
―
8
の
事
例
を
「
ま
さ
し
く
主
君
へ
の
功
勲
決
定
が
爵
に
よ
る
飲
酒
と
共
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
か
」（
籾
山
一
九
八
五	
六
～
七
頁
）
と
し
、
そ
し
て
「
爵
を
舎
き
て
行
（
さ
）
る
」
行
為
は
そ
の
関
係
を
臣
下
の
側
か
ら
一
方
的
に
切
断
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
」（
七
頁
）
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
西
嶋
氏
も
軍
功
爵
制
の
萌
芽
と
し
て
論
及
し
た
襄
二
十
一
（
前
五
五
二
）
年
―
C
の
「（
斉
）
荘
公
の
勇
爵
」
を
取
り
あ
げ（17
（
、
爵
制
の
庶
民
を
も
秩
序
づ
け
る
身
分
制
と
し
て
整
備
さ
れ
る
過
程
を
、
軍
事
秩
序
の
拡
大
と
結
び
つ
け
た
自
説
を
補
強
し
た
（
七
頁
）。
　
も
っ
と
も
「
舎
爵
」
の
事
例
は
、
国
君
と
そ
の
臣
下
と
の
関
係
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
子
言	
辨あま
ね
く
季
氏
の
廟
に
爵
を
舍
き
て
出
ず
。
陽
虎	
讙
・
陽
關
に
入
り
て
以
て
叛
す
。	
（
定
八
（
前
五
〇
二
）
―
（5
・
（1
）
該
当
箇
所
は
、
実
録
風
の
部
分
と
い
え
よ
う
。
子
言
は
、
当
時
の
魯
国
の
最
有
力
者
で
あ
る
季
桓
子
の
弟
の
季
寤
で
あ
る
。
彼
は
陽
虎
に
連
な
っ
て
季
氏
を
奪
う
こ
と
を
は
か
っ
た
が
失
敗
し
、
出
国
の
際
に
季
氏
の
廟
に
「
爵
を
舍
」
い
た
の
で
あ
る
。
西
嶋
氏
は
こ
の
事
例
に
も
論
及
し
、
子
言
の
「
舎
爵
」
を
同
族
的
結
合
か
ら
の
離
脱
と
位
置
づ
け
た
（
西
嶋
一
九
六
一	
四
八
七
～
四
八
八
頁
）。
　
諸
侯
国
内
の
制
度
と
し
て
爵
が
記
述
さ
れ
る
場
合
、
経
済
的
要
素
を
看
取
で
き
る
事
例
も
あ
る
。
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莊
公
の
子
、
猶
お
八
人
有
り
。
若
し
皆
な
官
爵
を
以
て
賂
を
行
な
い
貳
を
勸
め
れ
ば
、
而
し
て
以
て
事
濟
う
可
き
か
。
（
荘
十
四
（
前
六
八
〇
）
―
A
）
こ
れ
は
原
繁
に
よ
る
鄭
厲
公
の
傅
瑕
殺
害
批
判
の
一
節
で
あ
り
、
厲
公
の
地
位
を
阻
み
う
る
公
子
た
ち
へ
の
「
賂
」
と
し
て
、「
官
爵
」
が
登
場
す
る（18
（
。
明
ら
か
に
制
度
と
し
て
の
爵
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
国
君
が
他
者
に
爵
を
与
え
う
る
事
例
で
も
あ
る
。「
賂
」
と
あ
る
以
上
、
経
済
的
利
得
が
と
も
な
う
も
の
だ
ろ
う
。
土
地
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
常
識
の
範
疇
に
属
す
る
た
め
か
、
明
言
さ
れ
て
い
な
い（11
（
。
　
さ
て
、
こ
れ
に
関
し
て
重
要
な
記
述
が
、『
左
伝
』
に
先
行
す
る
文
献
で
あ
る
曲
礼
下
に
あ
る
。
君
子	
禮
を
行
な
う
に
、
俗
を
變
う
る
を
求
め
ず
。
祭
祀
の
禮
、
居
喪
の
服
、
哭
泣
の
位
、
皆
な
其
國
の
故
の
如
く
す
。
其
の
法
を
謹
脩
し
て
審
か
に
之
を
行
う
。
國
を
去
る
こ
と
三
世
に
し
て
、
爵
祿	
朝
に
列
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
出
入	
國
に
詔
ぐ
る
こ
と
有
り
。
若
し
兄
弟
宗
族
猶
お
存
す
れ
ば
、
則
ち
反
り
て
宗
後
に
告
ぐ
。
國
を
去
る
こ
と
三
世
に
し
て
、
爵
祿	
朝
に
列
な
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
出
入	
國
に
詔
ぐ
る
こ
と
無
く
、
唯
だ
之
を
興
す
の
日
に
、
新
國
の
法
に
從
う
。
曲
礼
で
は
、
本
国
か
ら
離
れ
て
三
世
代
す
ぎ
た
士
人
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
爵
禄
」
が
彼
の
本
国
に
な
お
も
存
在
す
る
場
合
と
、
す
で
に
な
い
場
合
に
分
け
て
記
す
。
こ
の
文
章
か
ら
判
断
す
る
限
り
、「
爵
禄
」
は
、
他
国
に
あ
っ
て
も
持
ち
う
る
当
人
と
そ
の
家
系
の
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
で
あ
り
、
世
襲
さ
れ
る
も
の
で
あ
る（11
（
。
そ
し
て
曲
礼
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
田
禄
」
の
語
も
あ
る
。
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凡
そ
家
造
す
る
に
、
祭
器	
先
に
爲
し
、
犧
賦	
次
に
爲
し
、
養
器	
後
に
爲
す
。
田
祿
無
き
者
は
、
祭
器
を
設
け
ず
、
田
祿
有
る
者
は
、
先
に
祭
服
を
爲
す
。
君
子	
貧
し
き
と
雖
も
、
祭
器
を
粥う
ら
ず
、
寒
き
と
雖
も
、
祭
服
を
衣
と
せ
ず
、
宮
室
を
爲
す
も
、
丘
木
を
斬
ら
ず
。
大
夫
士	
國
を
去
る
も
、
祭
器
竟
を
踰
え
ず
。
大
夫	
祭
器
を
大
夫
に
寓
せ
、
士
も
祭
器
を
士
に
寓
す
。
こ
こ
で
は
「
田
禄
」
を
持
つ
者
は
祭
器
を
有
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
祭
器
を
設
け
な
い
と
さ
れ
る
。
祭
器
は
、
売
却
が
許
さ
れ
ず
、
保
有
者
の
出
国
の
際
に
も
境
界
を
越
え
た
持
ち
出
し
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
祭
器
は
国
（
邦
）・
国
君
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て
、
田
禄
・
祭
器
の
保
有
者
は
、
と
も
に
士
以
上
の
身
分
の
者
で
あ
っ
た
。
両
者
の
聯
関
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
か
か
る
士
以
上
の
身
分
を
「
爵
」
と
す
る
事
例
は
、『
左
伝
』
に
お
い
て
「
爵
は
德
を
踰
え
ず
」（
成
十
八
（
前
五
七
三
）
―
A
）・
「
班
爵
同
じ
な
れ
ば
、
何
ぞ
以
て
［
子
］
朱
（
晋
の
行
人
の
名
）
を
朝
に
黜
ぞ
け
ん
や
」（
襄
二
十
六
（
前
五
四
七
）
―
A
）・「［
楚
霊
王
］
其
の
祿
爵
を
益
し
て
之
（
伍
舉
。
当
時
晋
に
逃
れ
て
い
た
）
を
復
す
。
聲
子	
椒
鳴
（
伍
舉
の
子
）
を
し
て
之
を
逆むか
う
」（
襄
二
十
六
―
F
）
が
確
認
さ
れ
る
。
　
さ
て
、
先
に
見
た
荘
公
十
四
―
A
は
鄭
、
成
十
八
―
A
・
襄
二
十
六
―
A
は
晋
と
、
周
王
を
中
心
と
す
る
秩
序
に
服
し
て
い
た
国
で
の
出
来
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
襄
二
十
六
―
F
は
楚
の
事
例
だ
が
、
楚
は
周
王
を
奉
じ
る
霸
者
体
制
の
対
抗
勢
力
で
あ
っ
た（1（
（
。
そ
し
て
襄
二
十
六
―
F
の
文
章
は
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た
事
例
と
は
異
な
り
、
実
録
風
の
箇
所
に
属
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
楚
に
独
自
の
「
禄
爵
」
の
制
度
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
も
っ
と
も
そ
の
想
定
は
、
成
り
立
ち
得
な
い
。
さ
て
、「
爵
禄
」
の
語
は
先
に
見
た
曲
礼
の
ほ
か
に
、
中
庸
「
子
曰
く
、
天
下
國
家	
均
し
く
す
る
べ
き
な
り
。
爵
祿	
辭
す
る
べ
き
な
り
。
白
刃	
蹈
む
べ
き
な
り
。
中
庸	
能
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」（
第
九
章
）、
緇
衣
「
爵
祿	
勸
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
刑
罰	
恥
ず
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
」
と
い
っ
た
曲
礼
に
先
行
す
る
『
子
思
子
』
諸
編
に
確
認
で
き
る（12
（
。
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一
方
、「
禄
爵
」
は
比
較
的
成
書
年
代
が
明
ら
か
な
先
秦
文
献
で
は
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
・『
国
語
』
晋
語
・『
呂
氏
春
秋
』
下
賢
に
そ
れ
ぞ
れ
一
件
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
『
左
伝
』
に
触
発
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
す
で
に
あ
り
ふ
れ
た
語
彙
で
あ
っ
た
「
爵
禄
」
の
文
字
を
入
れ
替
え
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
襄
二
十
六
―
F
の
記
述
も
、
何
ら
か
の
史
実
を
反
映
し
た
可
能
性
こ
そ
高
い
が
、「
禄
爵
」
の
実
在
を
保
証
し
え
な
い
。
そ
も
そ
も
「
爵
禄
」
の
語
自
体
が
春
秋
期
に
遡
り
え
る
語
彙
で
は
な
く
、
別
の
語
を
「
禄
爵
」
に
改
め
た
も
の
だ
ろ
う
。
　
以
上
、『
左
伝
』
に
見
え
る
諸
侯
国
の
爵
に
つ
き
概
観
し
た
。
そ
こ
か
ら
見
え
る
こ
と
と
し
て
、『
左
伝
』
に
お
い
て
爵
は
、
周
王
が
与
え
る
五
等
爵
「
王
爵
」
と
、
各
地
の
諸
侯
国
内
に
存
在
す
る
大
夫
以
上
の
士
を
遇
す
る
も
の
と
の
二
段
構
成
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
春
秋
時
代
の
身
分
的
秩
序
は
、
一
般
に
公
―
卿
―
大
夫
―
士
―
庶
人
の
序
列
を
構
成
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
霸
者
体
制
下
に
お
い
て
諸
侯
国
の
卿
の
一
部
は
、
王
朝
の
正
規
の
認
証
を
受
け
て
い
た
（
吉
本
二
〇
〇
五
b	
一
六
一
頁
）。
諸
侯
国
に
お
け
る
卿
・
大
夫
・
士
の
序
列
は
、「
王
爵
」
と
別
個
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
周
王
を
中
心
と
す
る
秩
序
の
一
角
を
成
し
て
い
た
。
例
え
ば
吉
本
氏
は
、
晋
が
楚
に
対
し
て
の
救
宋
の
師
を
魯
に
乞
う
た
際
、
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
士
魴
の
「
下
軍
の
佐
」
の
身
分
を
考
慮
し
て
軍
役
の
額
を
決
め
た
際
の
臧
武
仲
の
発
言
に
「
大
國
に
事
う
る
に
班
爵
を
失
う
こ
と
無
く
し
て
、
敬
を
加
う
る
は
禮
な
り
」（
成
十
八
―
（2
）
と
あ
る
発
言
を
取
り
あ
げ
て
、
下
軍
佐
（
卿
）
の
身
分
が
王
朝
の
「
班
爵
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
と
す
る
（
同
上
）。
氏
は
同
様
の
認
識
の
存
在
に
つ
い
て
も
『
左
伝
』
か
ら
指
摘
す
る
が
（
吉
本
二
〇
〇
五
b	
一
七
五
頁
）、「
爵
」
字
は
確
認
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
晋
霸
体
制
下
に
お
け
る
周
王
を
中
心
に
据
え
た
秩
序
を
説
明
す
る
際
、「
爵
」
の
語
を
用
い
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
い
。
し
か
し
、『
孟
子
』
萬
章
下
に
お
い
て
周
室
の
爵
禄
を
問
わ
れ
た
際
、
孟
子
は
天
子
・
公
・
侯
・
伯
・
子
男
そ
し
て
君
・
卿
・
大
夫
・
上
士
・
中
士
・
下
士
と
整
然
と
し
た
秩
序
を
語
る
が
、
そ
れ
は
霸
者
体
制
下
に
お
け
る
秩
序
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
卿
・
大
夫
・
士
の
名
称
で
構
成
さ
れ
る
秩
序
は
、
西
周
期
に
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
（
佐
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藤
二
〇
一
六	
一
六
八
頁
）。『
孟
子
』
の
「
諸
侯	
其
の
己
を
害
す
る
を
惡
み
て
、
皆
な
其
の
籍
を
去
る
」
と
し
た
爵
制
認
識
の
淵
源
が
春
秋
伝
に
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
が
（
小
川
一
九
三
七	
二
七
頁
）、
お
そ
ら
く
特
に
『
左
伝
』
に
学
ん
だ
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
一
方
、
管
見
の
限
り
、『
左
伝
』
に
器
物
と
し
て
の
爵
と
制
度
と
し
て
の
爵
を
一
致
さ
せ
る
よ
う
な
認
識
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
同
音
同
字
で
あ
っ
て
も
、
安
易
な
類
推
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
曲
礼
に
見
え
る
よ
う
に
、
宗
廟
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
に
お
い
て
国
君
か
ら
器
物
が
与
え
ら
れ
る
者
と
、
国
君
か
ら
あ
る
い
は
「
田
禄
」（
＝
「
爵
禄
」）
を
与
え
ら
れ
て
い
る
者
と
の
範
囲
が
一
致
し
て
い
た
こ
と
が
、『
左
伝
』
作
成
者
の
意
図
を
越
え
て
両
者
を
接
合
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
そ
れ
で
は
、
宗
廟
に
お
け
る
「
舎
爵
策
勲
」
は
、
ど
う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。『
左
伝
』
の
実
録
風
の
部
分
に
お
け
る
「
舎
爵
」
は
、
当
事
者
が
自
身
の
属
す
る
宗
廟
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
る
集
団
か
ら
の
離
脱
を
告
げ
る
行
為
と
し
て
二
件
確
認
で
き
る
。
か
か
る
祖
先
祭
祀
を
共
有
す
る
集
団
は
、
国
（
邦
）
で
あ
り
、
有
力
世
族
の
「
氏
」
で
あ
っ
た
。
　
た
だ
し
、
定
八
―
（5
・
（1
の
「
舎
爵
」
に
よ
る
季
氏
か
ら
の
離
脱
を
告
げ
る
事
例
を
も
っ
て
、
先
秦
時
代
に
お
け
る
国
家
形
成
以
前
の
「
氏
族
制
」
の
残
存
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
西
嶋
氏
も
自
明
の
前
提
と
し
て
い
た
殷
周
時
代
に
お
け
る
「
氏
族
制
」
の
残
存
へ
の
批
判
は
、
す
で
に
吉
本
氏
が
展
開
す
る（11
（
。
一
方
で
氏
は
、
世
族
は
そ
の
地
位
を
国
際
的
に
保
証
さ
れ
、
そ
れ
は
の
ち
に
陳
氏
簒
斉
や
三
晋
分
裂
な
ど
の
か
た
ち
で
国
家
へ
と
移
行
し
う
る
も
の
と
も
す
る
（
吉
本
一
九
九
八	
七
五
頁
）。
そ
う
で
あ
れ
ば
季
孫
氏
も
魯
国
内
部
に
お
け
る
国
家
に
準
ず
る
存
在
で
、
家
臣
に
「
爵
禄
」
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
家
臣
へ
の
邑
田
賜
与
は
た
し
か
に
あ
り
、
ま
た
世
族
宗
主
と
家
臣
と
の
主
従
関
係
が
結
ば
れ
る
場
合
も
一
定
の
手
続
き
を
経
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
れ
は
「
策
名
委
質
」（
僖
二
十
三
（
前
六
三
七
）
―
A
）・「
委
質
而
策
死
」（『
国
語
』
晋
語
）
と
表
現
さ
れ
た
と
い
う
（
吉
本
二
〇
〇
五
b	
二
七
一
・
二
八
七
頁
）。「
委
質
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
小
倉
氏
が
考
察
し
、
戦
国
期
以
降
の
文
献
に
君
臣
関
係
樹
立
、
特
に
他
国
出
身
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が
つ
か
え
る
場
合
に
お
い
て
頻
見
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
小
倉
二
〇
〇
三	
一
二
三
～
一
二
四
頁
）。
そ
し
て
『
国
語
』
晋
語
に
お
け
る
中
行
穆
子
の
「
吾	
而なん
じの
祿
爵
を
定
め
ん
」
と
の
発
言
へ
の
鼓
子
の
臣
で
あ
る
夙
沙
釐
の
「
臣	
質
を
狄
の
鼓
に
委
ね
、
未
だ
質
を
晉
の
鼓
に
委
ね
ざ
る
な
り
。
臣	
之
を
聞
く
な
ら
く
、
質
を
委
ね
臣
と
爲
れ
ば
、
二
心
有
る
こ
と
無
し
。
質
を
委
ね
て
死
を
策
す
る
は
、
古
の
法
な
り
」
と
の
返
答
は
重
要
で
あ
る
。「
禄
爵
」
は
「
委
質
」
を
経
て
与
え
ら
れ
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
有
力
世
族
は
国
家
に
準
ず
る
存
在
と
い
え
る
が
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
「
舎
爵
」
と
爵
禄
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
舎
爵
」
の
際
の
爵
は
、
あ
く
ま
で
器
物
で
あ
り
、『
左
伝
』
に
お
い
て
は
そ
れ
以
上
で
は
な
い
。「
荘
公
の
勇
爵
」
も
同
様
で
、
臣
下
を
鼓
舞
す
る
た
め
の
器
物
と
し
て
の
爵
の
作
成
と
、
新
た
な
身
分
秩
序
の
形
成
を
等
号
で
結
ぶ
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
　
一
方
で
、
主
従
関
係
の
成
立
の
際
の
「
策
」
は
、
や
が
て
桓
二
―
8
の
「
舎
爵
策
勲
」
の
凡
例
の
淵
源
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
『
左
伝
』
に
先
行
す
る
文
献
で
あ
る
表
記
に
「
周
人	
禮
を
尊
び
施
を
尚
び
、
鬼
に
事
え
神
を
敬
し
て
之
を
遠
け
、
人
を
近
づ
け
て
忠
と
す
。
其
の
賞
罰	
爵
列
を
用
う
」・「
人
の
美
を
稱
し
て
則
ち
之
を
爵
す
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
褒
賞
と
し
て
の
爵
が
序
列
性
を
有
し
て
登
場
す
る
。
表
記
の
こ
の
記
述
の
持
つ
意
義
は
大
き
い
。
西
周
期
の
「
爵
（
勲
）」
と
は
異
な
り
、
祖
先
の
功
績
と
し
て
語
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
同
時
代
に
お
け
る
個
別
的
業
績
を
賞
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
必
ず
し
も
軍
功
と
は
限
ら
な
い
も
の
の
、
こ
れ
は
間
違
い
な
く
功
績
に
も
と
づ
く
爵
制
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
左
伝
』
の
「
舎
爵
策
勲
」
を
春
秋
期
の
一
般
例
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
れ
は
『
左
伝
』
の
意
図
を
越
え
て
、
器
物
と
し
て
の
爵
と
褒
賞
制
度
の
接
合
さ
せ
る
言
説
の
淵
源
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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お
わ
り
に
　
以
上
、
西
周
期
か
ら
戦
国
初
期
ま
で
に
至
る
「
爵
」
を
概
観
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
見
え
た
こ
と
は
、
ま
ず
、
西
周
期
に
お
け
る
「
爵
」
は
、
後
世
の
二
十
等
爵
制
と
直
接
的
に
繋
が
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、『
詩
』
を
媒
介
に
戦
国
期
の
言
説
空
間
に
形
を
変
え
て
「
復
活
」
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
五
等
爵
制
概
念
と
二
十
等
爵
制
の
原
型
と
な
る
諸
侯
国
の
爵
禄
概
念
だ
が
、
厳
密
に
い
え
ば
五
等
爵
概
念
よ
り
も
、
諸
侯
国
の
爵
禄
概
念
の
方
が
先
行
し
て
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
　「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
国
期
以
前
の
爵
制
に
つ
き
鷲
尾
氏
は
、『
国
語
』
晋
語
に
お
け
る
叔
向
の
発
言（11
（
を
根
拠
に
、
本
来
的
に
は
「
爵
禄
事
」
が
一
体
で
あ
っ
た
と
し
た
（
鷲
尾
二
〇
〇
九	
二
一
六
～
二
一
七
頁
）。
か
か
る
見
解
自
体
に
は
、
筆
者
も
異
論
は
な
い
。
た
だ
、
爵
・
禄
・
事
が
一
体
で
あ
っ
た
以
上
、
三
者
は
本
来
的
に
は
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
に
見
た
曲
礼
に
お
け
る
「
爵
禄
」
の
記
述
で
は
世
襲
は
自
明
だ
が
、
そ
こ
に
お
い
て
「
事
」
は
、
祖
先
を
含
む
過
去
の
業
績
で
あ
る
と
と
も
に
、
子
孫
を
含
む
未
来
へ
の
期
待
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
西
周
期
の
「
爵
（
勲
）」
の
語
か
ら
は
看
取
で
き
な
い
、
経
済
的
な
裏
付
け
が
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
爵
禄
事
の
結
合
が
語
ら
れ
る
の
は
、
先
掲
の
『
国
語
』
晋
語
だ
が
、
そ
れ
は
韓
宣
子
が
「
二
公
子
（
秦
后
の
子
と
楚
公
子
干
）
の
祿
」
を
問
う
た
こ
と
へ
の
こ
た
え
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
爵
禄
」
あ
る
い
は
「
爵
」
と
の
語
彙
で
表
現
さ
れ
る
制
度
は
、
本
来
的
に
は
『
論
語
』
に
も
見
え
る
「
禄
」
の
語
で
事
足
り
る
も
の
―
つ
ま
り
、
地
位
の
保
証
は
す
な
わ
ち
財
産
の
保
証
―
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か（15
（
。「
爵
」
は
も
と
よ
り
『
詩
』
に
由
来
す
る
雅
称
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、「
爵
」
の
出
現
は
、
地
位
と
そ
れ
に
対
応
す
る
経
済
的
保
証
と
の
、
言
説
面
に
お
け
る
切
り
離
し
を
可
能
に
し
た
。
そ
し
て
、
周
王
を
中
心
に
据
え
た
整
然
た
る
秩
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序
が
仮
構
さ
れ
る
な
か
で
、「
爵
」
の
語
を
も
っ
て
国
君
た
ち
の
地
位
も
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
そ
れ
で
は
何
故
、「
爵
」
が
普
及
し
た
の
か
。
お
そ
ら
く
、
春
秋
後
期
以
降
の
政
治
的
社
会
的
変
動
の
結
果
、
国
君
が
新
規
の
人
材
登
用
を
必
要
性
と
し
、
そ
れ
に
応
え
た
の
が
孔
子
と
そ
の
学
統
を
継
ぐ
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
わ
る
の
だ
ろ
う（11
（
。
爵
の
概
念
は
、
人
材
登
用
の
枠
の
拡
大
や
柔
軟
化
を
要
求
す
る
側
に
都
合
の
良
い
言
説
で
あ
っ
た
。
や
が
て
爵
の
語
は
、
睡
虎
地
秦
簡
に
「
軍
爵
律
」
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
公
的
な
用
語
と
し
て
定
着
す
る
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
過
程
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
少
な
く
と
も
『
詩
』
が
何
ら
か
の
寄
与
を
は
た
し
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。『
詩
』
の
権
威
性
は
、
孟
子
の
時
代
に
は
す
で
に
諸
侯
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
（
山
田
二
〇
〇
四	
一
九
頁
）。
　
一
方
、
爵
の
語
で
表
わ
さ
れ
る
概
念
は
、
卿
・
大
夫
・
士
の
身
分
序
列
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
や
が
て
二
十
等
爵
の
爵
称
の
由
来
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
劉
劭
「
爵
制
」（『
続
漢
書
』
百
官
志
五	
注
）
に
見
え
る
伝
統
的
な
言
説
だ
が
、
例
え
ば
楊
寛
氏
が
秦
爵
の
庶
長
が
中
原
の
卿
に
相
当
す
る
と
述
べ
る
よ
う
に
（
楊
寬
一
九
五
五	
二
七
頁
な
ど
）、
近
代
以
降
も
踏
襲
さ
れ
た
。
そ
し
て
『
二
年
律
令
』
の
出
現
に
よ
り
、
二
十
等
爵
が
卿
・
大
夫
・
士
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
で
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
概
ね
確
認
さ
れ
た
（
邢
義
田
二
〇
〇
三
）。
そ
の
こ
と
に
、
爵
概
念
の
普
及
を
も
た
ら
し
た
の
が
儒
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
戦
国
秦
漢
の
爵
制
が
本
来
的
に
は
軍
功
爵
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
に
も
、
再
考
の
余
地
が
生
ず
る
。
儒
家
の
語
る
「
爵
」
が
国
家
に
よ
る
人
材
登
用
の
拡
大
に
帰
着
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
士
・
大
夫
へ
の
身
分
的
参
加
で
あ
っ
て
、
軍
事
の
み
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
実
に
軍
事
優
先
の
爵
の
運
用
、
軍
功
が
貴
ば
れ
る
社
会
風
潮
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
戦
国
初
期
の
儒
家
の
思
惑
を
越
え
る
ほ
ど
の
社
会
的
変
動
が
発
生
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
、
か
つ
て
は
想
定
さ
れ
た
国
（
邦
）
内
部
に
属
す
る
政
治
組
織
の
領
袖
た
る
世
族
宗
主
に
よ
る
「
爵
禄
」
の
頒
布
も
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
過
程
を
、
各
国
の
国
制
の
様
相
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
も
ま
た
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。
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註（1
）　『
孟
子
』
萬
章
下
「
北
宮
錡
問
曰
、
周
室
班
爵
祿
也
、
如
之
何
。
孟
子
曰
、
其
詳
不
可
得
聞
也
。
諸
侯
惡
其
害
己
也
、
而
皆
去
其
籍
。
然
而
軻
也
、
嘗
聞
其
略
也
。
天
子
一
位
、
公
一
位
、
侯
一
位
、
伯
一
位
、
子
男
同
一
位
、
凡
五
等
也
。
君
一
位
、
卿
一
位
、
大
夫
一
位
、
上
士
一
位
、
中
士
一
位
、
下
士
一
位
、
凡
六
等
…
…
」。
（
2
）　『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
上
「
爵
。
一
級
曰
公
士
、
二
上
造
、
三
簪
裊
、
四
不
更
、
五
大
夫
、
六
官
大
夫
、
七
公
大
夫
、
八
公
乘
、
九
五
大
夫
、
十
左
庶
長
、
十
一
右
庶
長
、
十
二
左
更
、
十
三
中
更
、
十
四
右
更
、
十
五
少
上
造
、
十
六
大
上
造
、
十
七
駟
車
庶
長
、
十
八
大
庶
長
、
十
九
關
內
侯
、
二
十
徹
侯
。
皆
秦
制
、
以
賞
功
勞
」。
（
3
）　
吉
本
一
九
九
四
。
五
等
爵
の
不
在
に
つ
い
て
は
、
近
著
で
あ
る
吉
本
二
〇
一
三（
三
二
～
三
三
頁
）、
二
〇
一
七（
三
一
～
三
八
頁
）
で
も
詳
論
さ
れ
る
。
（
4
）　
な
お
、
専
論
で
は
な
い
も
の
の
、
宮
崎
一
九
三
三
に
も
二
十
等
爵
に
論
及
し
た
箇
所
が
あ
る
。
（
5
）　
西
嶋
説
の
根
幹
は
郷
里
社
会
に
お
け
る
「
共
同
飲
酒
儀
礼
」
の
際
の
年
齢
的
秩
序
の
可
視
化
だ
っ
た
が
、
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』
に
爵
位
の
逓
減
的
世
襲
規
定
が
発
見
さ
れ
、
爵
位
と
歯
位
の
一
致
は
充
分
に
成
り
立
ち
え
な
く
な
っ
た
（
宮
宅
二
〇
〇
六
な
ど
）。
も
っ
と
も
、
す
で
に
布
目
一
九
六
二
が
西
嶋
著
書
の
書
評
に
お
い
て
『
居
延
漢
簡
』
を
用
い
て
若
年
で
の
高
爵
者
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
爵
位
と
歯
位
の
一
致
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
他
方
、
爵
に
と
も
な
う
刑
罰
減
免
の
特
権
は
、
冨
谷
一
九
九
八
が
爵
の
存
在
が
必
然
的
に
刑
罰
減
免
を
導
く
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
が
、
実
際
に
は
爵
に
と
も
な
う
刑
罰
減
免
が
適
用
さ
れ
な
い
の
は
吏
に
対
し
て
の
み
で
あ
っ
た
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
（「
前
漢
前
期
の
爵
制
と
国
制
」
二
〇
一
七
年
度
東
洋
史
研
究
会
大
会
発
表
）。
（
（
）　
高
敏
一
九
八
二
、
朱
紹
侯
一
九
九
〇
、
二
〇
〇
八
。
も
っ
と
も
楯
身
二
〇
一
六
の
よ
う
に
、「
軽
濫
化
」
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
民
爵
の
意
義
を
「
漢
人
に
な
る
こ
と
」
と
積
極
的
に
意
義
づ
け
る
研
究
も
あ
る
。
な
お
楯
身
著
書
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
書
評
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
（
松
島
二
〇
一
七
b
）。
（
（
）　
商
君
変
法
に
つ
き
吉
本
二
〇
〇
〇
は
、
一
連
の
改
革
と
さ
れ
る
出
来
事
が
実
際
に
は
長
期
間
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
特
に
先
行
研
究
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
た
阡
陌
制
は
漢
代
ま
で
商
君
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
方
、
吉
本
二
〇
〇
〇
は
爵
制
に
基
本
的
に
触
れ
て
い
な
い
た
め
、
森
谷
二
〇
〇
一
は
軍
功
爵
制
の
導
入
を
商
君
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
佐
川
二
〇
一
三
も
、
秦
漢
の
爵
の
本
来
的
様
態
を
軍
功
褒
賞
と
し
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て
い
る
。
（
8
）　
戦
国
中
期
以
前
の
爵
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
松
島
二
〇
一
八
に
概
略
し
た（
二
二
一
・
二
三
一
～
二
三
二
頁
）。
（
9
）　
魯
侯
爵
（
集
成
九
〇
九
六
）
と
呼
ば
れ
る
青
銅
器
も
あ
る
が
、
林
一
九
八
四
は
偽
器
と
す
る
（
一
〇
八
頁
）。
（
（1
）　
濱
田
一
九
三
三
。
こ
れ
を
受
け
て
西
嶋
氏
は
、
か
つ
て
「［
爵
が
］
盛
行
し
た
の
は
殷
代
か
ら
西
周
に
か
け
て
で
あ
り
、
現
在
遺
物
か
ら
み
る
か
ぎ
り
そ
れ
以
降
こ
の
爵
形
青
銅
器
は
衰
退
し
て
し
ま
い
、
遺
物
と
し
て
の
飲
酒
器
は
爵
か
ら
杯
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
に
も
か
か
わ
ら
ず
爵
は
依
然
と
し
て
飲
酒
器
の
名
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
」
（
西
嶋
一
九
六
一	
四
四
六
頁
）・「
漢
代
墳
墓
か
ら
頻
繁
に
出
土
す
る
か
の
耳
杯
と
爵
の
関
係
の
ご
と
き
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
」（
四
四
七
頁
）
と
述
べ
た
。
な
お
、
現
在
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
二
〇
〇
六
は
爵
を
は
じ
め
と
す
る
酒
器
の
衰
退
を
踏
ま
え
て
、
祖
先
祭
祀
に
お
け
る
飲
酒
儀
礼
の
消
失
な
ど
の
「
西
周
後
半
期
礼
制
改
革
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
（
（（
）　
籾
山
一
九
八
五	
一
〇
頁
。
な
お
、
籾
山
氏
は
「
爵
」
を
「
柄
杓
型
の
飲
酒
器
」
と
考
え
て
お
り
、
杯
と
は
看
做
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
（2
）　『
毛
詩
正
義
』
小
雅
・
角
弓	
序
「
角
弓
、
父
兄
刺
幽
王
也
」・
伝
「
爵
禄
不
以
相
讓
、
故
怨
禍
及
之
」。
な
お
本
稿
に
引
用
す
る
『
詩
』
は
白
川
一
九
九
八
に
依
拠
す
る
が
、「
爵
」
字
の
理
解
は
筆
者
と
異
な
る
。
（
（1
）　
こ
の
逸
話
は
、
僖
二
十
四
（
前
六
三
六
）
―
2
に
も
論
及
さ
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で
『
左
伝
』
を
引
用
す
る
際
は
、
小
倉
一
九
八
八
―
八
九
に
基
づ
く
分
類
記
号
を
併
記
す
る
。
数
字
は
経
文
と
対
応
す
る
も
の
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
対
応
す
る
経
文
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
初
出
時
に
西
暦
年
を
挿
入
し
た
。
（
（1
）　『
毛
詩
正
義
』
大
雅
・
桑
柔	
序
「
桑
柔
芮
伯
刺
厲
王
也
」。
『
左
伝
』「
周
芮
良
夫
之
詩
曰
「
大
風
有
隧
。
貪
人
敗
類
。
聽
言
則
對
。
誦
言
如
醉
。
匪
用
其
良
。
覆
俾
我
悖
」
（
文
元
（
前
六
二
六
）
―
B
）。
（
（5
）　『
毛
詩
正
義
』
大
雅
・
桑
柔
「
箋
云
…
…
教
女
序
賢
能
之
爵
」。
（
（1
）　
本
稿
に
引
用
し
た
金
文
の
釈
読
は
、
基
本
的
に
張
桂
光
二
〇
一
〇
に
も
と
づ
く
。
ま
た
銘
文
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
白
川
二
〇
〇
四
―
〇
五
に
集
録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
特
に
参
照
し
た
。
（
（7
）　
た
だ
し
𣪘𣪘
（
集
成
三
〇
三
七	
殷
）
は
、「
」
一
字
の
み
の
た
め
、
こ
こ
で
は
考
慮
に
入
れ
な
い
。
（
（8
）　
た
だ
し
、
米
国
セ
ン
ト
ル
イ
ス
市
所
在
の
個
人
蔵
の
師
克
盨
（
新
収
一
九
〇
七
）
に
つ
き
、
劉
雨
・
盧
岩
二
〇
〇
二
（
五
〇
七
）
は
蓋
の
銘
文
を
偽
刻
と
す
る
。
こ
れ
を
除
け
ば
、
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「
爵
（
勲
）」
が
確
認
さ
れ
る
事
例
は
、
二
〇
〇
三
年
に
陝
西
省
眉
県
楊
家
村
の
窖
蔵
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
だ
が
（『
文
物
』
二
〇
〇
三
―
六
）、
こ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
に
は
、
松
井
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
八
が
あ
る
。
（
（1
）　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
一
九
八
四
―
九
〇
は
西
周
晩
期
と
す
る
の
に
対
し
、
張
桂
光
二
〇
〇
〇
は
西
周
中
期
と
す
る
。
林
一
九
八
四
に
断
代
案
が
見
え
る
場
合
、
そ
れ
も
併
記
す
る
が
、「
西
周
」
は
割
愛
す
る
。
（
21
）　
紀
年
の
明
ら
か
な
西
周
青
銅
器
の
断
代
に
つ
い
て
は
、
吉
本
二
〇
〇
四
。
（
2（
）　
た
だ
し
佐
藤
二
〇
一
六
は
、
師
（
）
𣪘𣪘
は
𣪘
𣪘
𣪘
が
冊
命
儀
礼
の
形
式
を
模
し
て
自
身
の
領
地
と
各
種
の
人
員
を
家
臣
に
命
じ
た
も
の
で
、「
我
家
」
も
𣪘
𣪘
𣪘
自
身
の
家
の
事
を
指
す
と
考
え
て
い
る
（
一
一
八
～
一
一
九
頁
）。
（
22
）　
註
（
2（
）
を
参
照
。
（
21
）　
金
文
所
見
の
王
と
臣
下
の
あ
い
だ
で
の
賞
賜
と
彼
ら
の
祖
先
と
の
関
係
は
、
小
南
二
〇
〇
六
を
参
照
。
（
21
）　
詳
細
は
吉
本
二
〇
〇
五
b	
第
一
章
。
な
お
、「
𣪘
」
の
称
謂
は
、
外
諸
侯
に
従
属
す
る
君
主
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
吉
本
一
九
九
四	
五
頁
）。
（
25
）　
佐
藤
二
〇
一
四
、
二
〇
一
六
。「
邦
君
」
の
具
体
的
様
相
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
二
〇
一
六
（
五
三
～
五
七
）。
ま
た
「
邦
君
」
は
『
詩
』
小
雅
・
雨
無
正
の
「
邦
君
諸
侯
、
莫
肯
朝
夕
」
に
お
い
て
「
諸
侯
」
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、
そ
の
認
識
は
戦
国
期
に
お
い
て
も
存
続
し
て
い
た
こ
と
は
、
清
華
簡
『
繫
年
』
の
「
諸
侯
・
邦
君
」
と
の
文
か
ら
も
分
か
る
。
清
華
簡
『
繫
年
』
に
つ
い
て
は
吉
本
二
〇
一
三
を
参
照
。
（
21
）　
内
諸
侯
（
邦
君
）
の
支
配
領
域
も
「
邦
」
と
称
さ
れ
て
い
た
（
吉
本
二
〇
〇
五
b
　
五
九
頁
）。
（
27
）　
冊
命
金
文
・
冊
命
儀
礼
に
つ
い
て
は
吉
本
二
〇
〇
五
b
第
一
章
、
佐
藤
二
〇
一
四
第
六
章
。
（
28
）　
な
お
白
川
氏
は
、「
（
勲
）」
字
が
用
い
ら
れ
た
青
銅
器
の
例
と
し
て
孫
氏
の
見
解
を
引
き
、
毛
公
鼎
の
ほ
か
、
彔
𣪘
𣪘𣪘
・
師
𣪘𣪘
・
𣪘
𣪘
𣪘
（
𣪘
𣪘
𣪘
𣪘
𣪘
）・
𣪘
侯
𣪘𣪘
が
あ
る
と
す
る
（
白
川
二
〇
〇
四
―
〇
五	
六
五
二
～
六
五
三
頁
）。「
孫
氏
」
は
孫
怡
譲
と
推
測
さ
れ
『
古
籀
餘
論
』
巻
二
の
魯
侯
角
の
条
に
該
当
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
師
𣪘𣪘
は
𣪘
り
あ
𣪘
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
𣪘
侯
𣪘𣪘
は
こ
こ
で
は
戦
国
期
田
斉
威
王
の
作
器
に
か
か
る
𣪘
侯
因
敦
（
集
成
四
五
四
九
）
で
あ
る
が
、
時
代
が
大
幅
に
下
る
た
め
、
検
討
の
対
象
に
は
な
り
え
な
い
。
な
お
魯
侯
角
は
魯
侯
爵
と
も
称
さ
れ
る
が
、
林
氏
は
こ
れ
を
偽
作
と
看
做
し
て
い
る
こ
と
は
註
（
9
）
に
触
れ
た
。
（
21
）　
も
っ
と
も
「
蔑
歴
」
も
西
周
晩
期
に
は
修
辞
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
佐
藤
二
〇
一
四	
一
七
一
頁
）。
（
11
）　
本
稿
に
論
及
し
た
各
文
献
の
成
立
年
代
は
、
吉
本
一
九
八
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九
、
一
九
九
〇
、
一
九
九
二
、
一
九
九
五
、
二
〇
〇
二
、
二
〇
一
四
、
山
田
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
六
を
参
照
。
ま
た
『
子
思
子
』
諸
篇
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
武
内
一
九
八
四
が
詳
論
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
少
儀
に
見
え
る
爵
は
あ
く
ま
で
器
物
で
あ
る
。
一
方
、
本
稿
で
検
討
し
な
か
っ
た
が
、
内
則
に
は
「
五
十
而
爵
」
と
の
文
が
あ
り
、
鄭
玄
は
王
制
に
「
賢
者
命
爲
大
夫
」
と
注
す
る
（『
礼
記
正
義
』
王
制
。
「
五
十
而
爵
」
を
含
む
内
則
の
養
老
に
関
す
る
く
だ
り
は
、
王
制
に
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
る
）。
な
お
、
以
下
本
文
に
挙
げ
た
『
礼
記
』
諸
編
を
引
用
す
る
場
合
、
特
に
『
礼
記
』
は
冠
さ
な
い
。
（
1（
）　
佐
藤
二
〇
一
六	
一
五
一
頁
。
す
で
に
吉
本
氏
も
、
西
周
時
代
の
特
定
の
内
諸
侯
の
外
諸
侯
化
を
、
五
等
爵
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
形
成
の
一
段
階
と
し
て
記
述
し
て
い
る
（
吉
本
一
九
九
四	
七
頁
）。
ま
た
漢
代
以
降
、
伝
世
文
献
の
「
邦
」
の
大
半
が
「
國
」
に
置
換
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吉
本
二
〇
〇
五
b
（
一
九
七
頁
）。
（
12
）　
山
田
二
〇
〇
五
に
拠
れ
ば
、
中
庸
第
十
九
章
の
成
書
時
期
は
前
四
世
紀
で
あ
る
と
す
る
（
一
一
五
～
一
一
七
頁
）。
た
だ
し
「
宗
廟
之
禮
、
所
以
序
昭
穆
也
。
序
爵
、
所
以
辨
貴
賤
也
。
序
事
、
所
以
辨
賢
也
。
旅
酬
下
爲
上
、
所
以
逮
賤
也
。
燕
毛
、
所
以
序
齒
也
」
の
文
に
に
つ
き
、
か
つ
て
武
内
義
雄
氏
は
中
庸
の
本
文
で
は
な
く
注
で
あ
っ
た
と
し
（
武
内
一
九
八
四	
三
八
頁
）、
山
田
二
〇
〇
五
も
「
序
事
」
の
語
は
『
周
礼
』
ま
で
確
認
さ
れ
ず
、
本
稿
に
引
用
し
た
箇
所
は
前
三
世
紀
後
半
頃
に
一
定
の
改
変
を
受
け
た
可
能
性
に
も
触
れ
て
い
る
（
一
四
二
頁
）。
（
11
）　
な
お
、
楯
身
智
志
氏
は
、
本
文
に
掲
げ
た
の
『
白
虎
通
』
な
ど
の
記
述
を
も
と
に
、
職
事
と
飲
酒
を
結
び
つ
け
る
か
た
ち
で
、
漢
代
に
お
け
る
爵
制
を
理
解
し
て
い
る
（
楯
身
二
〇
一
六	
五
八
五
～
五
八
六
・
五
九
八
頁
）。
も
っ
と
も
、
管
見
の
限
り
、
戦
国
初
期
に
お
い
て
は
玉
藻
に
「
侍
食
於
先
生
、
異
爵
者
後
祭
先
飯
」
と
あ
る
よ
う
に
、
私
邸
に
お
け
る
祭
祀
の
際
に
当
事
者
の
爵
の
高
下
が
関
わ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
飲
酒
儀
礼
の
序
列
が
爵
位
に
な
っ
た
と
の
言
説
は
確
認
さ
れ
な
い
。
（
11
）　「
王
爵
」
の
語
は
、
隱
十
（
前
七
一
三
）
―
2
・
3
に
も
確
認
さ
れ
る
。
（
15
）　
檀
弓
下
「
邾
婁
定
公
之
時
、
有
弒
其
父
者
。
有
司
以
告
、
公
瞿
然
失
席
。
曰
、
是
寡
人
之
罪
也
。
曰
、
寡
人
嘗
學
斷
斯
獄
矣
。
臣
弒
君
、
凡
在
官
者
殺
無
赦
。
子
弒
父
、
凡
在
宮
〔
官
〕者
殺
無
赦
。
殺
其
人
、
壞
其
室
、
洿
其
宮
而
豬
焉
、
蓋
君
踰
月
而
后
舉
爵
」。
檀
弓
に
つ
い
て
は
吉
本
一
九
九
〇
。
ま
た
檀
弓
が
曲
礼
に
先
行
す
る
こ
と
は
、
吉
本
一
九
九
五
（
一
三
八
～
一
三
九
頁
）。
曲
礼
所
見
の
爵
に
つ
い
て
は
本
文
に
記
す
。
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（
11
）　
小
倉
一
九
六
三	
二
四
～
二
五
頁
。
小
倉
二
〇
〇
三	
六
八
～
七
三
頁
。
な
お
山
根
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
九
は
小
倉
氏
の
か
か
る
見
解
を
批
判
し
、
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
の
す
べ
て
の
部
分
に
わ
た
っ
て
特
定
の
一
人
の
作
者
の
手
が
入
っ
て
い
る
も
の
と
し
た
。
（
17
）　
西
嶋
氏
の
「
荘
公
の
勇
爵
」
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
西
嶋
一
九
六
一
（
四
八
九
～
四
九
六
頁
）。
そ
こ
で
氏
は
「
勇
爵
」
は
あ
く
ま
で
飲
酒
器
と
し
つ
つ
も
、
軍
功
爵
制
の
萌
芽
と
し
て
評
価
す
る
。
（
18
）　『
左
伝
』
に
見
え
る
「
賂
」
に
つ
い
て
は
、
小
倉
氏
が
こ
の
事
例
も
含
め
て
取
り
上
げ
る
が
（
小
倉
二
〇
〇
三	
九
四
～
一
〇
九
頁
）、
特
に
僖
十
五
―
（2
に
お
け
る
晋
献
公
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
国
君
と
大
夫
と
の
あ
い
だ
に
主
従
関
係
が
結
ば
れ
る
際
に
も
「
賂
」
が
登
場
し
た
と
す
る
（
九
八
～
九
九
頁
）。
ま
た
斎
藤
道
子
氏
は
、
僖
三
十
（
前
六
三
〇
）
―
3
と
哀
二
十
七
（
前
四
六
八
）
―
E
に
は
「
卿
の
身
分
」
が
「
賂
」
と
な
っ
た
事
例
に
も
触
れ
る
（
斎
藤
二
〇
一
五	
三
～
五
・
一
〇
頁
）。
（
11
）　
な
お
、「
賂
」
一
般
に
関
す
る
議
論
で
は
あ
る
が
、
小
倉
氏
は
、
春
秋
後
期
に
は
田
土
も
「
賂
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
す
る
（
小
倉
二
〇
〇
三	
一
一
二
・
一
一
六
頁
）。
（
11
）　
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
松
島
二
〇
一
八
に
お
い
て
触
れ
た
（
二
三
一
～
二
三
二
頁
）。
（
1（
）　
楚
の
霸
権
に
つ
い
て
は
、
山
田
一
九
九
八
を
参
照
。
（
12
）　
中
庸
に
つ
い
て
は
山
田
二
〇
〇
五
が
詳
論
す
る
が
、
引
用
箇
所
は
比
較
的
古
い
部
分
で
あ
る
。
（
11
）　
吉
本
二
〇
〇
五
b
。
特
に
春
秋
期
の
世
族
に
つ
い
て
は
、
第
二
部
中
編
第
三
章
が
詳
論
す
る
。
（
11
）　『
国
語
』
晉
語
「
秦
后
子
來
仕
、
其
車
千
乘
。
楚
公
子
干
來
仕
、
其
車
五
乘
。
叔
向
為
太
傅
、
實
賦
祿
、
韓
宣
子
問
二
公
子
之
祿
焉
、
對
曰
『
大
國
之
卿
、
一
旅
之
田
、
上
大
夫
、
一
卒
之
田
。
夫
二
公
子
者
、
上
大
夫
也
、
皆
一
卒
可
也
』。
宣
子
曰
『
秦
公
子
富
、
若
之
何
其
鈞
之
』。
對
曰
『
夫
爵
以
建
事
、
祿
以
食
爵
、
德
以
賦
之
、
功
庸
以
稱
之
、
若
之
何
以
富
賦
祿
也
。
夫
絳
之
富
商
、
韋
藩
木
楗
以
過
於
朝
、
唯
其
功
庸
少
也
、
而
能
金
玉
其
車
、
文
錯
其
服
、
能
行
諸
侯
之
賄
、
而
無
尋
尺
之
祿
、
無
大
績
於
民
故
也
。
且
秦
・
楚
匹
也
、
若
之
何
其
回
於
富
也
』。
乃
均
其
祿
」。
（
15
）　『
論
語
』
為
政
「
子
張
學
干
祿
。
子
曰
『
多
聞
闕
疑
、
慎
言
其
餘
、
則
寡
尤
。
多
見
闕
殆
、
慎
行
其
餘
、
則
寡
悔
。
言
寡
尤
、
行
寡
悔
、
祿
在
其
中
矣
』」・
衛
霊
公
「
君
子
謀
道
不
謀
食
。
耕
也
、
餒
在
其
中
矣
。
學
也
、
祿
在
其
中
矣
。
君
子
憂
道
不
憂
貧
」。
も
っ
と
も
『
論
語
』
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
小
倉
氏
が
特
に
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
孔
子
の
「
禄
」
の
た
め
に
「
学
」
の
で
は
な
い
」・「
禄
」
は
「
学
」
に
伴
う
可
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能
性
の
一
つ
」（
小
倉
二
〇
〇
三	
四
二
三
頁
）
と
い
う
認
識
を
論
ず
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
「
禄
」
が
旧
来
的
な
大
夫
・
士
以
外
に
も
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
社
会
状
況
に
対
応
し
た
言
説
で
も
あ
る
。
そ
し
て
小
倉
氏
は
、
戦
国
中
期
に
お
い
て
か
つ
て
は
当
然
だ
っ
た
官
職
世
襲
制
が
、
世
襲
が
容
認
さ
れ
る
「
禄
」（
采
邑
）
と
、
そ
う
で
は
な
い
官
職
を
別
箇
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
（
小
倉
二
〇
〇
三	
四
〇
二
頁
）。
（
11
）　
吉
本
二
〇
〇
五
a	
七
三
～
七
四
頁
、
佐
原
二
〇
一
三	
三
頁
。
ま
た
山
田
二
〇
〇
五
は
、
表
記
と
概
ね
同
じ
頃
に
作
成
さ
れ
た
中
庸
の
古
い
箇
所
が
作
成
さ
れ
た
時
代
は
、
魯
に
お
い
て
は
三
桓
氏
が
没
落
し
、
子
思
自
身
が
国
政
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
頃
だ
と
述
べ
る
（
一
三
五
頁
）。
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「
漢
初
の
二
十
等
爵
制
―
民
爵
に
附
帯
す
る
特
権
と
そ
の
継
承
―
」（
冨
谷
至
編
『
江
陵
張
家
山
二
四
七
號
墓
出
土
漢
律
令
の
研
究	
論
考
篇
』
朋
友
書
店
）
宮
崎
市
定
一
九
三
三	
「
中
国
古
代
賦
税
制
度
」（『
宮
崎
市
定
全
集	
3
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
）
森
谷
一
樹
二
〇
〇
一	
「
戦
国
秦
の
相
邦
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
研
究
』
六
〇
―
一	
一
～
二
九
頁
）
守
屋
美
都
雄
一
九
六
八
「
漢
代
爵
制
の
源
流
と
し
て
見
た
る
商
鞅
爵
制
の
研
究
」『
中
国
古
代
の
家
族
と
国
家
』
京
都
大
学
文
学
部
内
東
洋
史
研
究
会
籾
山
明
一
九
八
五	
「
爵
制
論
の
再
検
討
」（『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
一
七
八	
一
～
一
二
頁
）
一
九
九
一	
「
皇
帝
支
配
の
原
像
―
民
爵
賜
与
を
手
が
か
り
に
」（
松
原
正
毅
編
『
王
権
の
位
相
』
弘
文
堂
）
山
田
崇
仁
一
九
九
八	
「
春
秋
楚
霸
考
―
楚
の
対
中
原
戦
略
―
」（『
立
命
館
文
学
』
五
五
四	
二
四
～
五
二
頁
）
二
〇
〇
四	
	「『
孟
子
』
の
成
書
時
期
に
つ
い
て
―N
-gram
と
統
計
的
手
法
を
利
用
し
た
分
析
―
」（『
立
命
館
東
洋
史
学
』
二
七	
一
～
二
二
頁
（
逆
頁
）
二
〇
〇
五	
	「『
礼
記
』
中
庸
篇
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
―N
-gram
モ
デ
ル
を
利
用
し
た
分
析
―
」（『
中
国
古
代
史
論
叢
』
続	
九
七
～
一
四
三
頁
）
二
〇
〇
六	
「『
周
礼
』
の
成
書
時
期
・
地
域
に
つ
い
て
」（『
中
国
古
代
史
論
叢
』
三	
九
六
～
一
五
〇
頁
）
山
根
泰
志
二
〇
〇
四	
「
左
氏
述
作
―
春
秋
学
―
」（『
立
命
館
文
学
』
五
八
七	
四
四
～
五
六
頁
）
二
〇
〇
五	
「
左
氏
述
作
―
年
代
記
―
」（『
立
命
館
文
学
』
五
九
一	
一
～
三
七
頁
）
二
〇
〇
九	
「
左
氏
述
作
―
予
言
・
評
言
―
」（『
立
命
館
文
学
』
六
一
一	
一
五
～
六
五
頁
）
吉
本
道
雅
一
九
八
九	
「
国
語
小
考
」（『
東
洋
史
研
究
』
四
八
―
三	
一
～
三
一
頁
）
一
九
九
〇	
「
春
秋
事
語
考
」（『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
六	
三
七
～
五
三
頁
）
一
九
九
二	
「
檀
弓
考
」（『
古
代
文
化
』
四
四
―
五	
三
八
～
四
六
頁
）
一
九
九
四	
「
春
秋
五
等
爵
考
」（『
東
方
学
』
八
一	
一
五
～
二
七
頁
）
一
九
九
五	
「
曲
礼
考
」（
小
南
一
郎
編
『
中
国
古
代
礼
制
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
一
九
九
八	
	『
春
秋
戦
国
交
代
期
の
政
治
社
会
史
的
研
究
』
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
2
）
研
究
成
果
報
告
書
（
平
東洋文化研究 21 号　　114
成
七
年
度
―
平
成
九
年
度
）
二
〇
〇
〇	
「
商
君
変
法
研
究
序
説
」（『
史
林
』
八
四
―
三	
一
～
二
九
頁
）
二
〇
〇
二	
「
左
伝
成
書
考
」（『
立
命
館
東
洋
史
学
』
二
五	
一
～
二
一
頁
）
二
〇
〇
四	
「
西
周
紀
年
考
」（『
立
命
館
文
学
』
五
八
六	
二
五
〇
―
一
九
九
頁
（
逆
頁
）
二
〇
〇
五
a
「
先
秦
」（
愛
宕
元
・
冨
谷
至
編
『
中
国
の
歴
史
【
上
】
―
古
代
・
中
世
』
昭
和
堂
）
二
〇
〇
五
b
『
中
国
先
秦
史
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
二
〇
〇
七	
「
中
国
古
代
の
世
界
観
」
藤
井
譲
治
・
杉
山
正
明
・
金
田
章
裕
編
『
大
地
の
肖
像
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
二
〇
一
三	
「
清
華
簡
繋
年
考
」（『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
五
二	
一
～
九
四
頁
）
二
〇
一
四	
「
国
語
成
書
考
」（『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
五
三	
一
～
四
三
頁
）
二
〇
一
七	
「
周
室
東
遷
再
考
」（『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
五
六	
一
～
五
八
頁
）
鷲
尾
祐
子
二
〇
〇
九	
「
秦
漢
の
軍
功
爵
と
民
爵
」『
中
国
古
代
の
専
制
国
家
と
民
間
社
会
―
家
族
・
風
俗
・
公
私
』
立
命
館
東
洋
史
学
会
《
中
文
》
傅
斯
年
一
九
三
〇	
「
論
所
謂
五
等
爵
」（『
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
二
―
一	
一
一
〇
～
一
二
九
頁
）
高
　
敏
一
九
八
二	
「
論
両
漢
賜
爵
制
度
的
歴
史
演
変
」『
秦
漢
史
論
集
』
中
州
書
画
社
郭
沫
若
一
九
三
二	
「
金
文
所
無
考
」（「
金
文
叢
考
」『
郭
沫
若
全
集	
考
古
編
五
』
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
労
貞
一
（
榦
）
一
九
三
四
　「
釋
士
與
民
爵
」（『
史
学
年
報
』
二
―
一	
二
四
一
～
二
四
五
頁
）
劉
雨
・
盧
岩
二
〇
〇
二
　『
近
出
殷
周
金
文
集
録
』
中
華
書
局
邢
義
田
二
〇
〇
三	
「
張
家
山
漢
簡
《
二
年
律
令
》
読
記
」（『
燕
京
学
報
』
新
十
五
期	
一
～
四
五
頁
）
楊
　
寬
一
九
五
五	
『
商
鞅
変
法
』
上
海
人
民
出
版
社
楊
樹
達
一
九
五
九	
『
積
微
居
金
文
説
（
増
訂
本
）』
科
学
出
版
社
張
亜
初
編
著
二
〇
〇
一
　『
殷
周
金
文
集
成
引
得
』
中
華
書
局
張
桂
光
主
編
二
〇
一
〇
　『
商
周
金
文
摹
釈
総
集
』
中
華
書
局
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鍾
柏
生
・
陳
昭
容
・
黄
銘
崇
・
袁
國
華
編
二
〇
〇
六
　『
新
收
殷
周
青
銅
器
銘
文
曁
器
影
彙
編
』
藝
文
印
書
館
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
一
九
八
四
―
九
〇
　『
殷
周
金
文
集
成
』
中
華
書
局
朱
紹
侯
一
九
九
〇	
『
軍
功
爵
制
研
究
』
上
海
人
民
出
版
社
二
〇
〇
八	
『
軍
功
爵
制
考
論
』
商
務
印
書
館
【
附
記
】
本
稿
は
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
二
〇
一
七
年
度
「
東
ア
ジ
ア
学
」
共
創
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
助
成
を
受
け
、
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
の
研
究
成
果
報
告
会
に
お
い
て
報
告
し
た
「
中
国
先
秦
時
代
の
爵
制
と
国
制
」
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
